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Research Abstract

平成12年度は,法定オイルフェンスB型および法定規格外であるD型オイルフェンスの模型を作成し,荒天時におけるオイルフェンスの挙動特性およびオイルフェンススカート部内の上部お
よび下部ケーブルに作⽤する張⼒特性に関する模型実験を⾏い,実験結果を整理すると共に,オイルフェンスの破壊メカニズムとその対策について考究し,以下のことが明らかになった. 
1)B型およびD型に関わらず,オイルフェンスを展張した場合,オイルフェンスは⽔中の⽔粒⼦運動に追従して円あるいは楕円運動を繰り返す.なお,⼊射波⾼および周期の違いによりオイル
フェンスが没⽔あるいは⾮没⽔の場合に分類される.特に,没⽔時の⼊射波特性は⼊射波の周期と波⾼が反⽐例の関係にある.さらに,同⼀の⼊射波周期の場合,没⽔時におけるD型への波⾼が
B型に⽐べ⼤きい.ただし,⽔槽幅に対してオイルフェンスの⻑さを増加させることにより,没⽔は回避できる. 
2)B型およびD型に関わらずオイルフェンスを展張した場合,オイルフェンス設置端部を波峰および波⾕が通過直後に上・下部ケーブルの作⽤張⼒に衝撃的な極値が発⽣する.ただし,作⽤張
⼒の極値は波峰通過直後に上部ケーブルで発⽣する張⼒が最⼤である.なお,最⼤張⼒はB型に⽐べDの場合に⼤きくなる.また,最⼤張⼒の変化は波⾼変化に⽐べて周期変化に対して極めて敏
感であり,同⼀波⾼の場合,⾼周期の場合に最⼤張⼒は極めて⼤きくなる. 
以上の結果より,オイルフェンスの破壊には上部ケーブに作⽤する衝撃的な張⼒に対する強度が関連することが明らかになった.同時にオイルフェンスへ滞油性を期待する場合,没⽔の回避
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が必要不可⽋であることが分かった.ただし,既存のオイルフェンスの耐波特性は,周期に関わらず⼀律に波⾼で規定されている.これに対して,本研究の結果より,上述の耐波特性に対して⼊
射波の周期性を考慮する必要性が明らかになった.
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